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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

図形の大きさの判断（ s i ze  judg men t）を求める知覚的意思決定課題において，魅力効

果（ a t t rac t ion  e ffec t）は非合理的な選択を促す。本研究では，意思決定課題中の選択肢に

対する視覚的注意の変化について，課題中の脳波の変化から検討し，魅力効果の生起機

序をより詳細に理解することを目的とした。実験の結果，機材のトラブルから分析に耐

えうるほどの脳波データを収集することはできなかったが，行動データ（選択率）から

魅力効果を確認することができた。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔知覚的意思決定 〕 〔事象関連電位 〕 〔意思決定 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

 

目的  

魅力効果（attraction effect）は，多属性意思決定課題において非合理的選択を促す文脈効果の 1 つとして，これまで

に多くの研究で取り扱われてきた。魅力効果は，2 つの属性においてトレードオフにある 2 つの選択肢に対し，片方

の選択肢と比較し 2 つの属性がやや劣る第 3 選択肢を提示した際，第 3 選択肢に近い選択肢（ターゲット）の選択率

を上昇させる。 

 近年，図形の大きさの判断をもとめる知覚的意思決定課題を用いた研究において（Trueblood et al., 2013），複数の文

脈効果が生起することが確認された。しかし，消費者選択における文脈効果の生起過程に対しては数多く検討されて

きたが，知覚的意思決定課題における文脈効果の生起メカニズムに対しては詳しく検討されていない。知覚的意思決

定課題で確認された文脈効果が，従来の商品購買場面のような高次な意思決定課題における文脈効果と同様のメカニ

ズムで発生しているかどうか検討することは重要である。本研究では，知覚的意思決定課題中の選択肢に対する注意

の変化を脳波測定により推定することで，知覚的意思決定における文脈効果の生起過程を検討し，異なる領域間の文

脈効果の普遍的な要因の探究することを目的とした。 

 

 

方法 

実験参加者 

 大学生 20 名（男性 9 名，女性 11 名），平均年齢（SD）は 19.98 歳だった。すべての実験参加者の裸眼視力，また

は矯正視力（メガネまたはコンタクトレンズ）は正常であった。 

課題と装置 

 知覚的意思決定課題は 23 インチのディスプレイ（1,920 × 1,080 pixel resolution; 60-Hz refresh rate）に提示され，

MATLAB（MathWorks Inc.）と関数ライブラリ Psychophysics Toolbox（Brainard, 1997; Pelli, 1997）により制御された。

知覚的意思決定課題中の脳波を測定するため，BrainAmp（Brain Productions Inc.）を使用した。ディスプレイとの視距

離は 100cm だった。実験の制御はMac Book Pro（Apple Inc.）によって行われ，知覚的意思決定課題は Trueblood et al.

（2013）を参考に，MATLAB（MathWorks Inc.）と Psychophysics Toolbox（Brainard, 1997; Pelli, 1997）を用い作成した。

本実験において，長方形はすべて灰色の背景の 上に提示された。各試行の最初に，注視点“＋”（視角 0.3 度×0.3 度）

が画面中央に 1 秒間提示され，その後，黒塗りの 3 つの長方形が提示された。長方形は，ディスプレイの上部，左下

部，右下部に提示された。ディスプレイの中心座標と，それぞれの長方形の中心座標間の距離は 300 pixels（視角 7.0°）

だった。実験参加者の反応は，シリアルバスに接続されたゲームパッドから取得され，コンピュータに記録された。 

 

 

手続き  

 実験参加者へのインフォームドコンセントののち，頭部へ電極を取り付けた。その後，実験参加者は刺激を提示す

るディスプレイの前に座り，知覚的意思決定課題に取り組んだ。実験参加者は，ディスプレイに提示された 3 つの長

方形刺激の中から最も大きな長方形を選択するよう教示され，手元のスイッチで選択を行った。 

知覚的意思決定課題において，モニタの中心座標とそれぞれの長方形の中心座標間の距離は 300 pixels（視角 7.0°）

だった。Trueblood et al.（2013）に従って，魅力効果課題は，約 50 × 80 pixels（高さの視角 1.17°，幅の視角 1.87°）の

長方形と，約 80 × 50 pixels の長方形を，ターゲットかコンペティターとして，約 45 × 75 pixels（もしくは 75 × 45 pixels）

の長方形をデコイとして提示した。なお，長方形の高さと幅は，分散が 2 pixels の二変量正規分布によりわずかに異

なった。実験参加者は，提示された 3 つの長方形の位置に対応した 3 つのスイッチから１つ押すことで，最も大きな

長方形を選択するよう求められた。実験参加者の選択反応の直後，長方形はディスプレイから消え，次の試行の注視

点が提示された。 
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研究成果の概要 つ づ き  

 

 

結果 

選択率  

文脈効果課題におけるそれぞれの長方形の選択率を比較するため，分散分析を行った。その結果，ターゲット，

コンペティター，デコイの順で選択率が有意に高いことが示された。この結果から，知覚的意思決定課題における

魅力効果を確認できた。 

脳波 

 知覚的意思決定課題中の選択肢への視覚的注意の変化を検討するため，課題中の脳波を測定した。しかし，備品

保管用小型冷蔵庫の電源から流出したノイズにより実験中の数名の脳波測定が中断され，分析に耐えうる数のデー

タを確保することができなかった。 

 

 

考察 

 本研究の目的は，知覚的意思決定課題中の選択肢に対する注意の変化を脳波測定により推定することで，知覚的

意思決定における文脈効果の生起過程を検討し，異なる領域間の文脈効果の普遍的な要因の探究することであった。

そのため，魅力効果を発生させる知覚的意思決定課題を作成し，課題中の選択肢への注意の変化を推測するため脳

波測定を行った。選択率の分析から，ターゲット，コンペティター，デコイの順で選択率が有意に高いことが示さ

れ，Trueblood et al.（2013, 2015）と同様に魅力効果を確認することができた。しかし，備品保管用小型冷蔵庫の電

源から流出したノイズにより実験中の数名の脳波測定が中断され，分析に耐えうる数の脳波データを確保すること

ができなかった。実験後半からは，実験中に小型冷蔵庫の電源を抜くことでノイズ対策を行い，問題なく

脳波が測定されることを確認した。しかし，分析に十分な脳波データを得ることができず，文脈効果の

生起プロセスにおける注意の変化について十分な検討ができなかった。  

 今年度内の実験では，選択肢に対する注意の変化を検討するための脳波データを十分に集めることができなかっ

たが，知覚的意思決定課題における魅力効果を再現することができた。また，脳波測定におけるノイズの原因を発

見し，ノイズ対策を確立したことから，本研究を来年度中に完遂させたい。 
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